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　はじめに

Tashiro and Motomura (2014) は， こ れ ま で

Helcogramma inclinata (Fowler, 1946)の新参異名と

されていた Lepidoblennius marmoratus ishigakiensis

が ヘ ビ ギ ン ポ 科 ク ロ マ ス ク 属 の 有 効 種

（Helcogramma ishigakiensis; Fig. 1A–B）であるこ

とを明らかにし，ホロタイプ（YCM-P 31283，標

準体長 46.7 mm）と奄美大島以南の琉球列島から

得られた本種と同定される標本 41個体（標準体

長 26.1–53.3 mm）に基づき再記載を行った．

Helcogramma ishigakiensis は 第 2 背 鰭 棘 数 が

13–15（最頻値 14），有孔側線鱗数が 28–39 (35)，

下顎の感覚孔配置が 4–5 + 1 + 4–6，前鼻孔の皮弁

が不分枝，眼上皮弁が単尖頭，第 1背鰭前方に被

鱗域がない，および婚姻色を呈した雄の背鰭基底

付近と尾鰭が赤色であるなどの特徴から同属他種

と識別される（Tashiro and Motomura, 2014）．また，

彼らは H. ishigakiensisに適用すべき標準和名を

「ベニモンヘビギンポ」とした．本種は長らく正

体不明であったことから，適用すべき標準和名に

混乱が見られた．本稿では H. ishigakiensisに対す

るベニモンヘビギンポの適用に関する経緯につい

て述べる．本稿で言及した機関略号 KAUMと

YCMの標本はそれぞれ鹿児島大学総合研究博物

館と横須賀市自然・人文博物館に保管されている．

　標準和名ベニモンヘビギンポの適用

青柳（1954）は Lepidoblennius marmoratus ishigakiensis

を石垣島から採集された 1個体に基づき新亜種と

して記載したが，本種に和名を付記しなかった．

その後，松原（1955）は Lepidoblennius marmoratus 

ishigakiensisを有効種として認め，本種に対し新和

名アヤヘビギンポを提唱した．益田ほか（1975）

は石垣島から得られた Helcogramma sp. 2に対し

仮称ベニモンヘビギンポを提唱した．吉野（1984）

は L. m. ishigakiensis と 益 田 ほ か（1975） の

Helcogramma sp. 2を同種と考え，「アヤヘビギン

ポ（ベニモンヘビギンポ）」として報告した．

一方，Hayashi (1995)は L. m. ishigakiensisと林

（1993）のカスリヘビギンポ Helcogramma sp.を

同種として扱った．その後，Fricke (1997)や林

（2000）は下顎が突出する特徴をもつ林（1993）

のカスリヘビギンポ Helcogramma sp. を Ucla 

xenogrammus Holleman, 1993と同定した．なお，H. 

ishigakiensisはカスリヘビギンポ U. xenogrammus

と比較し，下顎が突出しない（U. xenogrammus

では顕著に突出する）ことから容易に識別可能で

ある（Fricke, 1997; Tashiro and Motomura, 2014）．

Fricke (1997)はタイプ標本を含めた検討を行わ

ずに L. m. ishigakiensisを H. inclinataの新参異名

とし，下顎中央の感覚管開孔数が 5–10個であるH. 

inclinataの日本名をアヤヘビギンポとした．一方，

林（2000）と Hayashi (2002)はアヤヘビギンポの

学名を H. elliotiとした．しかし，これはアヤヘ

ビギンポが H. inclinataであると報告した Fricke 
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(1997)や下條・林（2000）より前に出版された林

（1993）をそのまま踏襲してしまったために生じ

た誤りである（本村ほか，2005）．林（2000）と

Hayashi (2002)が報告したアヤヘビギンポは下顎

中央の感覚管開孔数が 5–10個（H. elliotiでは 3–5

個；Holleman, 2007） で あ る． ま た， 従 来 H. 

elliotiはインド・西太平洋に広く分布する（Hansen, 

1986）とされていたが，現在ではインドとスリラ

ン カ の 固 有 種 と さ れ て い る（Fricke, 1997; 

Holleman, 2007）．以上のことから林（2000）と

Hayashi (2002)のアヤヘビギンポは H. inclinataで

あると考えるのが妥当である．

本村ほか（2005）はこれらを踏まえた上で，本

来アヤヘビギンポの和名が与えられている L. m. 

ishigakiensisの分類学的位置付けが不明であるこ

と，和名アヤヘビギンポがすでに H. inclinataに

対して用いられていること（Fricke, 1997; 下條・

林，2000），および標準和名の起点は原則として「日

本産魚類検索　全種の同定，第二版」［ヘビギン

ポ科は林（2000）による］とすることなどの理由

から，和名変更に伴う混乱を避けるため標準和名

アヤヘビギンポは H. inclinataに対して適用する

ことが妥当であると判断した．その後，林（2013）

と Tashiro and Motomura (2014)もその措置に従っ

た．Helcogramma ishigakiensisは H. inclinataと比

較し，下顎中央の感覚管開孔数が 1（H. inclinata

では 5–10）であることや，第 1背鰭前方は無鱗（1–2

鱗列をもつ）であることから容易に識別される

（Tashiro and Motomura, 2014）．

Helcogramma ishigakiensisの分類学的位置付け

が明らかになった現在，これまでの経緯から本種

に再びアヤヘビギンポを当てはめることは標準和

Fig. 1. Fresh specimen of Helcogramma ishigakiensis from type locality of this nominal species A–B, KAUM–I. 62836, male, 37.7 mm SL, 
Ishigaki-jima island, Ryukyu Islands, Japan. Both photographs were taken soon after the fish was captured, A and B images against black 
and white backgrounds respectively.
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名の安定性を考慮すると不適切である．一方で，

益 田 ほ か（1975） が ベ ニ モ ン ヘ ビ ギ ン ポ

Helcogramma sp. 2として掲載したカラー写真は，

背鰭基底付近と尾鰭が赤色であることから明らか

に H. ishigakiensisの婚姻色を呈した雄の個体であ

る（Tashiro and Motomura, 2014: figs. 2A–D, 3A, C–

D; Fig. 1A–B）．したがって，H. ishigakiensisの標

準和名にはベニモンヘビギンポを適用するのが妥

当であると判断された（Tashiro and Motomura, 

2014）．
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